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※

こ

の

文

章

は

著

作

者

本

人

の

許

可

を

得

て

掲

載

し

て

い

ま

す

が

、

著

作

権

は

著

作

者

本

人

の

許

に

存

在

転

載

を

禁

じ

ま

す

。

し

ま

す

。

※

こ

の

文

章

は

著

作

者

に

よ

る

初

出

紙

掲

載

の

も

の

へ

の

訂

正

が

あ

り

ま

す

。

※

誤

植

等

の

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

研

究

論

文

等

に

初

出

紙

掲

載

の

も

の

を

参

照

引

用

さ

れ

る

場

合

は

、

し

て

く

だ

さ

い

。

映

画

人

・

織

田

作

之

助

の

再

発

見

―

溝

口

健

二

・

川

島

雄

三

・

日

本

軽

佻

派

―

井

村

身

恒

〈

掲

載

『

堺

文

化

会

ニ

ュ

ー

ス

』

第

一

五

〉
二

号

二

〇

〇

二

年

一

月

一

五

日

堺

の

文

化

を

そ

だ

て

る

市

民

の

会

発
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行

「

夫

婦

善

哉

」

で

有

名

な

大

阪

の

作

家

オ

ダ

サ

ク

こ

と

織

田

作

之

助

が

、

演

劇

・

映

画

・

ラ

ジ

オ

ド

ラ

マ

で

も

活

躍

し

て

い

た

こ

と

は

あ

ま

り

知

ら

れ

て

い

な

い

。

現

行

の

全

集

に

も

収

録

さ

れ

て

い

る

戯

曲

や

灯

火

官

制

下

の

大

阪

で

笑

い

の

灯

を

と

も

し

た

「

猿

飛

佐

助

（

Ｂ

Ｋ

放

送

）

の

脚

本

は

ま

だ

し

も

、

映

」

画

シ

ナ

リ

オ

は

全

く

読

む

こ

と

が

で

き

な

い

。

そ

も

そ

も

三

高

時

代

、

劇

作

家

を

志

し

て

い

た

織

田

は

、

山

本

修

二

教

授

の

指

導

で

シ

ン

グ

を

研

究

。

横

光

利

一

の

純

粋

小

説

論

を

戯

曲

に

応

用

し

た

「

純

粋

戯

曲

論

」

を

ふ

り

か

ざ

し

な

が

ら

、

大

先

輩

・

梶

井

基

次

郎

の

小

説

を

戯

曲

で

抜

く

目

標

を

建

て

た

。

校

内

の

「

嶽

水

会

雑

誌

」

に

習

作

戯

曲

を

発

表

し

た

が

、

ラ

イ

バ

ル

の

森

本

薫

に

こ

き

お

ろ

さ

れ

る

。

大

阪

出

身

で

、

あ

い

次

い

で

早

逝

す

る

こ

と

に

な

る

森

本

は

、

や

が

て

「

華

々

し

き

一

族

」

で

文

字

通

り
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華

々

し

く

デ

ビ

ュ

ー

し

、

後

に

織

田

が

川

島

雄

三

と

標

榜

す

る

日

本

軽

佻

派

の

敵

＝

荘

重

派

の

代

表

と

み

な

す

こ

と

に

な

る

。

二

十

代

の

半

ば

に

ス

タ

ン

ダ

ー

ル

の

「

赤

と

黒

」

に

出

会

っ

た

織

田

は

小

説

家

に

転

向

。

昭

和

十

四

年

の

「

俗

臭

」

が

芥

川

賞

候

補

、

翌

年

「

夫

婦

善

哉

」

が

文

芸

推

薦

作

品

に

な

り

、

一

躍

作

家

の

仲

間

入

り

を

し

た

も

の

の

「

青

春

の

逆

説

」

が

発

禁

処

分

を

食

ら

い

、

戦

時

下

で

の

口

す

ぎ

は

楽

で

は

な

か

っ

た

。

そ

ん

な

矢

先

、

藤

澤

桓

夫

が

助

け

舟

を

出

す

。

新

聞

連

載

の

「

新

雪

」

が

大

映

で

映

画

化

、

大

ヒ

ッ

ト

の

二

匹

目

の

ド

ジ

ョ

ウ

を

藤

澤

に

松

竹

が

打

診

。

多

忙

な

彼

は

「

代

わ

り

に

有

望

な

後

輩

の

織

田

君

」

を

松

竹

に

紹

介

…

。

口

八

丁

手

八

丁

の

織

田

が

ア

ッ

と

い

う

間

に

企

画

を

決

め

て

来

た

の

で

「

織

田

君

ら

し

い

」

と

藤

澤

は

回

想

し

て

い

る

。

映

画

人

オ

ダ

サ

ク

の

誕

生

！

し

か

し

こ

の

重

大

な

事

実

が

従

来

の

年

譜

・

伝

記

類

に

は

ほ

と

ん

ど

触

れ

ら

れ

て

い

な

い

。

私

自

身

、

三

年

前

、

織

田

の

親

友

で

詩

人

・

映

画

美

学

者

の

杉

山

平

一

氏

に

質

問

を
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ぶ

つ

け

る

ま

で

知

ら

な

か

っ

た

。

「

探

し

て

み

た

ら

出

て

来

ま

し

た

」

と

杉

山

氏

か

ら

届

い

た

小

包

を

開

け

る

と

、

昭

和

十

九

年

二

月

の

消

印

の

あ

る

古

い

封

筒

は

当

時

芦

屋

在

住

の

杉

山

氏

宛

。

裏

返

す

と

「

松

竹

大

船

撮

影

所

川

島

雄

三

」

。

「

」

の

署

名

震

え

る

手

で

中

身

を

見

る

と

四

つ

の

都

の

生

シ

ナ

リ

オ

だ

っ

た

。

新

開

連

載

の

「

清

楚

」

と

「

木

の

都

」

を

下

敷

き

に

織

田

自

身

が

シ

ナ

リ

オ

を

書

下

し

、

川

島

が

第

一

回

監

督

作

品

と

し

て

メ

ガ

ホ

ン

を

と

り

、

佐

野

周

二

と

田

中

絹

代

が

共

演

し

た

。

「

シ

ナ

リ

オ

は

相

当

技

巧

を

用

い

た

。

話

そ

の

も

の

は

低

調

だ

が

、

あ

と

は

川

島

君

の

腕

一

つ

」

と

別

の

杉

山

氏

宛

葉

書

に

織

田

は

杉

山

氏

が

送

っ

た

巴

、

「

里

祭

」

の

シ

ナ

リ

オ

が

参

考

に

な

っ

た

と

も

書

い

て

い

る

。

ロ

ケ

ハ

ン

中

に

検

束

さ

れ

た

り

、

フ

ィ

ル

ム

も

足

り

な

い

困

難

な

条

件

下

で

「

還

っ

て

き

た

男

」

に

解

題

さ

れ

封

切

ら

れ

た

「

映

画

界

を

あ

っ

と

い

。

わ

せ

る

つ

も

り

だ

っ

た

が

、

い

た

ず

ら

に

客

を

何

と

な

く

た

の

し

ま

せ

た

だ

け

で

終

わ

り

っ

た

」

と

織

田

は

書

い

た

が

、

と

に

か

く

日

本

軽

佻

派

の

誕

生

を

示
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し

て

い

た

。

翌

二

十

年

三

月

八

日

、

川

島

は

織

田

に

手

紙

を

書

い

て

「

わ

れ

等

青

年

の

時

代

」

が

来

る

。

戦

争

が

終

わ

っ

た

ら

前

人

戦

後

「

表

現

派

が

起

こ

っ

た

よ

う

に

」

軽

佻

派

を

立

上

げ

よ

う

と

ジ

ン

メ

ル

の

言

葉

も

引

用

し

た

。

日

本

軽

佻

派

と

は

何

か

？

そ

れ

を

考

え

る

う

ち

に

私

は

も

う

一

つ

幻

の

シ

ナ

リ

オ

「

わ

が

町

」

の

存

在

に

気

づ

い

た

。

前

述

の

松

竹

の

企

画

で

、

巨

匠

・

溝

口

健

二

が

織

田

を

シ

ゴ

キ

抜

い

て

書

か

せ

た

あ

げ

く

ボ

ツ

に

し

て

「

も

う

コ

リ

ゴ

リ

」

と

周

囲

に

織

田

が

も

ら

し

た

と

い

う

話

を

聞

い

て

探

し

た

。

松

竹

京

都

撮

影

所

の

関

係

者

な

ど

当

時

を

知

る

人

々

は

ほ

と

ん

ど

お

ら

ず

途

方

に

暮

れ

て

い

た

杉

山

氏

か

ら

新

。

「

藤

兼

人

さ

ん

の

『

愛

妻

物

語

』

の

中

に

イ

ン

サ

ー

ト

さ

れ

た

カ

ッ

ト

に

「

わ

が

町

」

と

い

う

シ

ナ

リ

オ

の

タ

イ

ト

ル

が

見

え

る

と

お

聞

き

し

、

新

藤

さ

ん

に

問

い

合

わ

せ

よ

う

か

と

も

思

っ

た

。

彼

も

又

、

溝

口

の

下

で

織

田

と

机

を

並

べ

て

（

？

）

シ

ナ

リ

オ

修

行

に

励

ん

で

い

た

は

ず

だ

か

ら

。

果

た

し

て

シ

ナ

リ

オ

は

〝

灯

台

下

暗

し

″

大

阪

府
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立

図

書

館

の

織

田

文

庫

で

見

つ

か

っ

た

。

お

び

た

だ

し

い

草

稿

の

束

の

中

で

「

社

団

法

人

映

画

配

給

社

南

方

局

宣

伝

課

」

の

原

稿

用

紙

に

独

特

の

字

で

書

か

れ

た

そ

れ

は

紛

れ

も

な

く

小

説

で

は

な

く

、

シ

ナ

リ

オ

で

あ

っ

た

。

①

通

天

閣

。

ま

だ

ハ

ミ

ガ

キ

の

広

告

文

字

の

な

か

っ

た

頃

の

通

天

閣

を

背

景

に

、

次

の

字

幕

。

明

治

四

十

五

年

大

阪

マ

ニ

ラ

帰

り

ら

し

い

白

い

麻

の

上

衣

を

来

て

、

（

）

、

信

玄

袋

を

下

げ

て

い

る

他

吉

三

十

六

才

が

通

天

閣

を

見

上

げ

て

い

る

。

他

吉

、

通

行

人

を

呼

び

と

め

て

、

他

吉

「

あ

れ

、

い

つ

で

き

ま

し

た

ん

や

」
。

通

行

人

「

此

間

（

こ

な

い

だ

）

で

き

た

ホ

ヤ

ホ

ヤ

や

」
。

以

上

の

フ

ァ

ー

ス

ト

シ

ー

ン

は

、

昭

和

十

八

年

の

小

説

「

わ

が

町

」

に

は

な

く

、

形

式

も

シ

ナ

リ

オ

そ

の

も

の

で

あ

り

、

執

筆

は

そ

の

前

年

十

七

年

だ

と

推

測

さ

れ

る

（

そ

の

証

拠

に

同

年

刊

行

の

『

西

鶴

新

。
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論

』

の

表

紙

タ

イ

ト

ル

の

手

習

い

が

原

稿

に

は

さ

ま

っ

て

い

る

）

ま

た

後

記

の

原

稿

を

み

る

と

、

溝

口

、

依

田

（

義

賢

、

新

藤

…

等

へ

の

謝

辞

が

ペ

ン

で

消

）

さ

れ

て

い

る

の

も

興

味

深

い

。

溝

口

の

後

で

川

島

と

出

会

い

、

日

本

軽

佻

派

の

名

乗

り

を

上

げ

よ

う

と

し

た

オ

ダ

サ

ク

は

真

正

の

映

画

人

で

あ

っ

た

。

晩

年

の

『

可

能

性

の

文

学

』

は

、

厳

し

い

シ

ナ

リ

オ

修

業

の

渦

中

で

つ

か

ん

だ

映

画

的

思

考

の

帰

結

で

も

あ

る

。

※

井

村

身

恒

氏

は

オ

ダ

サ

ク

映

画

祭

実

行

委

員

長

で

大

阪

府

立

堺

東

高

等

学

校

教

諭

で

す

。


